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1. ENOVIA SmarTeamのののの発展発展発展発展
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ENOVIA SmarTeam のののの発展発展発展発展

V5R10(’02/11)

正式正式正式正式ななななIBMIBMIBMIBM製品製品製品製品

DB2DB2DB2DB2サポートサポートサポートサポート

SmarTeam V4 (’01/12)

TeamPDM (‘99/12)

V5R11 (’03/05)

Link機能の拡張

複数階層W/F

全文検索

WebSphere Web

DMUサポート

流用設計

CGRサポート

Shared W/S

V5R12 (’03/10)

Itemの拡張

User Role

WBIサポート

LDAPサポート

システム管理拡張

NLSサポート

V5R13 (’04/03)

WEB環境の拡張

プロジェクト管理

BOM機能拡張

セキュリティ

CIX発表

V5R14 (’04/10)

メンテナンスリリース

CADサポート拡張

CATIA/ENOVIA

ととととV/R統合統合統合統合

同時発表同時発表同時発表同時発表
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ENOVIA SmarTeam のののの発展発展発展発展

Optimizing value chain Optimizing value chain 

collaborationcollaboration

V5R16V5R16
2005年年年年11月月月月30日発表日発表日発表日発表

� CATIA Data Exchange

� MultiCADインテグレーションの拡張

� 品質とパフォーマンス向上

� 操作性(Usability)の向上

� ITEM中心のアプローチ

� Ｗebユーザビリティの改善

� CADインテグレーションの改善

� SDE(SmarTeam Design Express)

2006年年年年10月月月月4日発表日発表日発表日発表

Driving collaboration Driving collaboration 

across the enterpriseacross the enterprise

V5R17V5R17
2007年年年年10月月月月

Empower Enterprise Empower Enterprise 

collaboratcollaborativeive

InnovationInnovation

V5R1V5R188

�役割ベースのパッケージング

�Express Offering

�ユーザビリティの向上

�Multi-Site Vault

�Job Server …
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2. ENOVIA SmarTeam V5R18のののの概要概要概要概要
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ナビゲーターナビゲーターナビゲーターナビゲーター:
設計設計設計設計データデータデータデータ参照参照参照参照

コミュニティーコミュニティーコミュニティーコミュニティー: 
外注協業外注協業外注協業外注協業

エディターエディターエディターエディター:データデータデータデータ管理者管理者管理者管理者

デザイナーデザイナーデザイナーデザイナー: 設計者設計者設計者設計者

エンジニアエンジニアエンジニアエンジニア: 技術管理技術管理技術管理技術管理

役割役割役割役割ベースベースベースベースののののポートフォリオポートフォリオポートフォリオポートフォリオ = パッケージングパッケージングパッケージングパッケージングのののの改善改善改善改善
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エディターエディターエディターエディター標準構成標準構成標準構成標準構成

CATIAチームチームチームチームPDM標準構成標準構成標準構成標準構成

CATIA WebチームチームチームチームPDM標準構成標準構成標準構成標準構成

マルチマルチマルチマルチCAD標準構成標準構成標準構成標準構成

エンジニアリングエンジニアリングエンジニアリングエンジニアリング標準構成標準構成標準構成標準構成

チームチームチームチームPDMエンジニアリングエンジニアリングエンジニアリングエンジニアリング標準構成標準構成標準構成標準構成

マルチマルチマルチマルチCADエンジニアリングエンジニアリングエンジニアリングエンジニアリング標準構成標準構成標準構成標準構成

ナビゲーターナビゲーターナビゲーターナビゲーター標準構成標準構成標準構成標準構成

コミュニティーコミュニティーコミュニティーコミュニティー・・・・

ワークスペースワークスペースワークスペースワークスペース

標準構成標準構成標準構成標準構成

おおおお客様客様客様客様のののの役割役割役割役割にににに応応応応じたじたじたじた標準構成標準構成標準構成標準構成をををを用意用意用意用意

標準構成：SmarTeamの

各モジュール群から用途

に合わせてパッケージ化

（サーバーも含む）
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R18でででで変更変更変更変更・・・・追加追加追加追加されたされたされたされた標準構成標準構成標準構成標準構成

�エディター標準構成

�Windowsクライアント(Editor)とWebクライアント(Web Editor)が同

一ライセンスとなりました。

�環境に応じて、WindowsとWebを使うことができます。

�マルチCAD標準構成

�SolidWorks / SolidEdge / AutoCAD / Inventorインテグレーション

が利用可能。（１時点で１つのインテグレーション）

�チームPDMエンジニアリング標準構成

�従来までのチームPDM標準構成（CATIAインテグレーション標準
構成)にBOM機能とワークフロー機構を付加

�マルチCADエンジニアリング標準構成

�マルチCAD標準構成にBOM機能とワークフロー機構を付加
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R18エディターエディターエディターエディター標準構成標準構成標準構成標準構成ののののメリットメリットメリットメリット

�R17以前以前以前以前ののののEditorをおをおをおをお持持持持ちのちのちのちの

おおおお客様客様客様客様がががが、、、、R18ににににリリースアッリリースアッリリースアッリリースアッ

ププププするとするとするとするとWebEditorののののライセライセライセライセ

ンスンスンスンスとしてもとしてもとしてもとしても利用利用利用利用できますできますできますできます。。。。

�利用者利用者利用者利用者のののの拡大拡大拡大拡大

�製品製品製品製品データデータデータデータ利用範囲利用範囲利用範囲利用範囲のののの拡大拡大拡大拡大

�リモートリモートリモートリモートからのからのからのからの利用促進利用促進利用促進利用促進

�クライアントクライアントクライアントクライアント導入負荷軽減導入負荷軽減導入負荷軽減導入負荷軽減

Web 
Editor

Editor
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Editor 

CATIA インテグレーションインテグレーションインテグレーションインテグレーション

CATIA Web インテグレーションインテグレーションインテグレーションインテグレーション

SolidWorks インテグレーションインテグレーションインテグレーションインテグレーション

SolidEdge インテグレーションインテグレーションインテグレーションインテグレーション

AutoCAD インテグレーションインテグレーションインテグレーションインテグレーション

Inventor インテグレーションインテグレーションインテグレーションインテグレーション

Multi CAD インテグレーションインテグレーションインテグレーションインテグレーション

CATIA Supply Chain
Engineering Exchange

BOM

Navigator

Community Workspace

クロスクロスクロスクロス・・・・ユーザーユーザーユーザーユーザー・・・・オプションオプションオプションオプション:

ワークフローワークフローワークフローワークフロー

プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト管理管理管理管理t

コンプライアンスコンプライアンスコンプライアンスコンプライアンス

ENOVIA SmarTeamオプションオプションオプションオプション製品製品製品製品
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マルチマルチマルチマルチCADインテグレーションインテグレーションインテグレーションインテグレーション

� 一度にSWI,SEI,ACI,INIの

どれかひとつをオープン可能

� 単体製品の1.5倍の価格

� STとPC利用の平準化

SmarTeam SolidWorks Integration

SmarTeam SolidEdge Integration

SmarTeam Inventor Integration

SmarTeam AutoCAD Integration MCI - SmarTeam Multi 
CAD Integration

New

R17 R18

柔軟柔軟柔軟柔軟ににににマルチマルチマルチマルチCAD環境環境環境環境にににに対応可能対応可能対応可能対応可能

SolidWorks

SolidEdge

AutoCAD

Inventor

継続販売継続販売継続販売継続販売
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SmarTeamののののCATIA V5サポートサポートサポートサポート・・・・リリースリリースリリースリリースについてについてについてについて

� 複数のCATIA V5リリースのデータを1つのSmarTeamリリースで管理することが

できます。SmarTeam V5R18で、CATIA V5R16からCATIA V5R18までのデータ

を管理できます。SmarTeamは、ポリシーとして、CATIAの+/-2のリリースをサポー

トします。

V5R16 V5R17 V5R18

V5R16

V5R18

V5R17 V5R18

OEM Supplier Partner
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SmarTeam - knowledge of product development 
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SmarTeamプロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト管理管理管理管理: プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクトととととプロダクトプロダクトプロダクトプロダクトのののの統合統合統合統合

MSプロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクトとととと

連携連携連携連携
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ENOVIA SmarTeam R18 サイトサイトサイトサイト・・・・サービスサービスサービスサービス標準構成標準構成標準構成標準構成

� Multi-site

� SMA – マルチ・サイト（分散環境の提供）

� SMV – Multi-site Vault

� Gateway

� SGA –基幹システムとの接続

� Job Server

� SJB -バッチ・サービス

� Development Suite

� SDV –UNIXシステムなどからSmarTeamの機能利用するた
めのツール・キット

New

New
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３つのボルト複製機能

� Multi-Site Vault (MUV: 新製品新製品新製品新製品））））

� 2-3 サイトまで

� 1サイトに中央DB

� すべてのサポートDBで可能

� ボルト複製のみ

� 標準Multi-Site(MUS)

� 16サイトまで、すべてのサイトはひとつのOracle DBと複製ボルト

� 複合Multi-Site環境(MUS)

� Oracle DBに16中央サイトまで

� それぞれの中央サイトの下2-3の “サテライト”サイト

� “サテライト”サイトはボルト複製のみ

Microsoft DFSあるいはRepliWebによるボルト複製

SmarTeam Multi-Site Vault (MUV)
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SmarTeam Job Server のののの主主主主なななな機能機能機能機能

� タスクの自動化

�承認プロセスの自動化：図面の表題欄に自動サイン

�Excel, Word, SolidWorks, AutoCAD, CATIAををををサポートサポートサポートサポート

�不正アクセス記録を管理者へ自動メール送付

� ファイルの自動プリント

�ヘッダー・フッターなどの事前設定

�管理者独自のジョブの実行

� 管理業務の軽減

� セキュリティの強化

Job
Server

DB Server Vault Server
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Regulatory Compliance FrameWork （（（（規制準拠規制準拠規制準拠規制準拠)

産業規制産業規制産業規制産業規制ＦＤＡＦＤＡＦＤＡＦＤＡ 21CFR Part 11準拠準拠準拠準拠

� 電子電子電子電子サインサインサインサインののののサポートサポートサポートサポート

� 監査証跡監査証跡監査証跡監査証跡にすぐにすぐにすぐにすぐアクセスアクセスアクセスアクセス可能可能可能可能

� Jobサーバーサーバーサーバーサーバー(JBS)をををを前提前提前提前提

� SmarTeamドキュメントドキュメントドキュメントドキュメント管理管理管理管理 とととと

ワークフローワークフローワークフローワークフロー(WFL)機能機能機能機能のののの利用利用利用利用
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ユーザビリティユーザビリティユーザビリティユーザビリティ (Usability) のののの向上向上向上向上

SmarTeam Editor GUIの更新： 最新のVista/XPスタイルのデスクトップ、

容易なナビゲーションツールバー、検索グルーピング、操作性の向上、全

社のユーザーにも使いやすく操作性を向上しました。

R18 Editor AVI

R18 WebEditor AVI
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Pro/Eインテグレーション営業終了と後継製品SPI

R17 R18

PEI - SmarTeam P Integration SPI- SMARTEAM - Pro/ENGINEER Integration

� 5691/5693-PEIの営業活動終了

� 営業活動終了日営業活動終了日営業活動終了日営業活動終了日 ：：：：2008年年年年1月月月月10日日日日

� サービスサービスサービスサービス終了終了終了終了 ：：：：2009年年年年9月月月月28日日日日

� 後継製品

TRANSCAT / MENANG社の製品

SPI ：Smarteam - Pro/ENGINEER Integration

日立エンジニアリング・アンド・サービス社が取扱い

受注開始日受注開始日受注開始日受注開始日 ：：：： 2008年年年年1月月月月12日日日日からからからから
出荷出荷出荷出荷 ：：：： 2008年年年年2月月月月20日日日日からからからから

営業活動終了営業活動終了営業活動終了営業活動終了
3’rd Party製品製品製品製品
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SPI－PEI 機能比較

Feature/Function SPI PEI Feature/Function SPI PEI

Document types Functionality

PRT Y Y Save Y Y

ASM Y Y CheckIn Y Y

DRW Y Y CheckOut Y Y

MFG Y Y Release Y Y

LAY Y Y Undo CheckOut Y N

FRM Y N Obsolete Y N

DGM Y N Replace in Session Y N

MRK Y N GUI

GRP Y N Mutiple objects processing Y N

InstAccelerators Y N Create Parameters in ProE Y N

Sub-types Easy for Pro/INTRALINK user Y N

Skeleton Y N Error checking Y N

Suppresed Y N Interactive hints for errors Y N

Ghost Y N General 

Family Tables Y Y (wrong) Performance of LC Operation ***** *

Nested Family Tables Y N Stability ***** *

Briefcase for Offline work Y N

Design Copy Y N
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High-level Architecture
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3. SmarTeam Express Offering
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All-in-oneののののクイッククイッククイッククイック・・・・スタートスタートスタートスタート・・・・パッケージパッケージパッケージパッケージ

事前事前事前事前にににに用意用意用意用意されたされたされたされたソフトウェアソフトウェアソフトウェアソフトウェアととととサービスサービスサービスサービス

強力強力強力強力なななな設定済設定済設定済設定済みみみみデータモデルデータモデルデータモデルデータモデル

メソドロジーガイドメソドロジーガイドメソドロジーガイドメソドロジーガイドととととトレーニングトレーニングトレーニングトレーニング

Benefits:
� 早期早期早期早期ののののROI実現実現実現実現
� リスクリスクリスクリスク回避回避回避回避：：：：–蓄積蓄積蓄積蓄積されたされたされたされた実績実績実績実績のののの利用利用利用利用

� ユーザーユーザーユーザーユーザーのののの利用促進利用促進利用促進利用促進

� ニーズニーズニーズニーズへのへのへのへの適合適合適合適合
���� SmarTeam Enterprise Express offerings

�V5R18 SmarTeam Engineering Express (SNE)
� 30日日日日でのでのでのでのエンジニアリングエンジニアリングエンジニアリングエンジニアリング・・・・リリースシナリオリリースシナリオリリースシナリオリリースシナリオ

� SDEのののの上位上位上位上位
� プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト管理管理管理管理、、、、要求管理要求管理要求管理要求管理、、、、FDAコンプライアンスコンプライアンスコンプライアンスコンプライアンスなどなどなどなど

にににに拡張可能拡張可能拡張可能拡張可能

�V5R18 SmarTeam Design Express (SDE): 
� 最短最短最短最短 10 日日日日でででで運用可能運用可能運用可能運用可能

� CATIA V5, SolidWorks, Inventor, Solid Edge, 
Pro/ENGINEERののののユーザーユーザーユーザーユーザー向向向向けけけけ

� V5R18はははは、、、、簡単簡単簡単簡単ににににPLMをををを実現実現実現実現するためするためするためするため、、、、out-of-the-boxソリューションソリューションソリューションソリューション、、、、役割役割役割役割ベースベースベースベースののののパッケージングパッケージングパッケージングパッケージング、、、、

使使使使いいいい易易易易いいいい操作操作操作操作をををを提供提供提供提供しますしますしますします。。。。

クイックスタートクイックスタートクイックスタートクイックスタート,
スケーラブルスケーラブルスケーラブルスケーラブルPLM, 

数日数日数日数日でのでのでのでの導入導入導入導入

Express Offering
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SDE (SmarTeam Design Express) for CATIAは、CATIAデータ管理システム

の早期導入・立ち上げを目指したSmarTeamのクイック・スタート・パッケージです。
(同様のコンセプトでSolidWorks版などがあります）

通常のデータ管理システム導入

(通常数ヶ月)

要件定義・カスタマイズ開発・導入・テスト

カスタマイズされた

DB/スクリプト

スケルトンDB

従来までの

SmarTeam

導入・教育

SDEの導入

(最短10日)SDE
SDE for 

CATIA

事前設定済みのSDE DB/スクリプト

SmarTeam Design Express for CATIAとはとはとはとは
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業務業務業務業務のののの流流流流れれれれ

SDE (SmarTeam Design Express)運用運用運用運用シナリオシナリオシナリオシナリオ

2. 新規CATIAモデル作成作

成後、新規保存（初回）

3. C/I（Check In）

� 一日の作業終了時

� メンバーに公開するため

4. C/O（Check Out)

� 作業開始時

5.完成

� 図面化

� C/I

6. リリース

�図面からリリース

SmarTeamProject

Documents

1. プロジェクト作成 （例）製

品（部品）毎に作成

設計作業設計作業設計作業設計作業設計作業設計作業設計作業設計作業

CATIA
Drawing

エンジニアエンジニアエンジニアエンジニア・・・・リーダーリーダーリーダーリーダーエンジニアエンジニアエンジニアエンジニア・・・・リーダーリーダーリーダーリーダー

設計者設計者設計者設計者設計者設計者設計者設計者

CATIA

プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト・・・・マネジャーマネジャーマネジャーマネジャープロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト・・・・マネジャーマネジャーマネジャーマネジャー
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SDE (SmarTeam Design Express)でできることでできることでできることでできること

�3D CADモデルから図面作成、リリース（承認）まで

�アセンブリ・パーツのリビジョン管理、ライフサイクル管理

�図面枠と部品欄作成

�部品表(BOM)のExcel書き出しと保管

ビジネスビジネスビジネスビジネス・・・・パートナーパートナーパートナーパートナー様様様様ががががSDEををををベースベースベースベースにしたにしたにしたにしたハンズハンズハンズハンズ

オンセミナーオンセミナーオンセミナーオンセミナー”Try SmarTeam”をををを実施実施実施実施していますしていますしていますしています。。。。
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1 2 3 4 5

エンジニアリングエンジニアリングエンジニアリングエンジニアリング・・・・コラボレーションコラボレーションコラボレーションコラボレーション用用用用のののの事前設定済事前設定済事前設定済事前設定済みのみのみのみのクイッククイッククイッククイック

スタートスタートスタートスタート・・・・パッケージパッケージパッケージパッケージ

アイテムアイテムアイテムアイテム中心中心中心中心アイテムアイテムアイテムアイテム中心中心中心中心((Item centricItem centric))ソリューションソリューションソリューションソリューションソリューションソリューションソリューションソリューション

Optimized collaborative engineering and process/change management 

製品製品製品製品ポートフォリオポートフォリオポートフォリオポートフォリオ(製品製品製品製品ラインラインラインライン)ととととトップダウントップダウントップダウントップダウン・・・・エンジニアリングエンジニアリングエンジニアリングエンジニアリング

ドキュメントドキュメントドキュメントドキュメントととととBOM管理管理管理管理

完全完全完全完全なななな “Design to Configure”

標準部品標準部品標準部品標準部品とととと生産用生産用生産用生産用アイテムアイテムアイテムアイテム

リリースリリースリリースリリース・・・・プロセスプロセスプロセスプロセス

ECR/ECOプロセスプロセスプロセスプロセス

Multi-CAD BOM コラボレーションコラボレーションコラボレーションコラボレーション

E-BOM からからからからM-BOMへへへへ

デザインデザインデザインデザイン・・・・レビューレビューレビューレビュー –ベースラインベースラインベースラインベースラインとととと比較比較比較比較

BOMレポートレポートレポートレポート

SNE (SmarTeam Engineering Express)

R18SP2以降提供以降提供以降提供以降提供
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4. SmarTeam適用範囲適用範囲適用範囲適用範囲のののの広広広広がりがりがりがり
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3Dデ
ー

タ

活

用

ENOVIA SmarTeamによるによるによるによるデータデータデータデータ管理管理管理管理とととと活用活用活用活用

技術文書/

設計データ

リンク

知識/ノウハウ

蓄積

E-BOM作成

と管理

SMARTEAM

データベースデータベースデータベースデータベース

CAD / Doc

データデータデータデータ保管庫保管庫保管庫保管庫

分散分散分散分散DB

設計者X

遠隔地

チーム

設計

生産システム
MRP

コスト

Web活用

3DLive

D/R

パートナーパートナーパートナーパートナーとのとのとのとの

協業協業協業協業

他部門

業務プロセス定義：

承認出図、設変..

プロセス改革

設計者Ａ
設計者Ｃ設計者Ｂ

チーム設計

CATIA

ライフサイ

クル管理

MultiCAD管理

SolidWorks

一元

管理

Tacton

コンフィグレーターコンフィグレーターコンフィグレーターコンフィグレーター
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1

2

3

4

5

1. 3D検索検索検索検索

(PLM ツールバーツールバーツールバーツールバー)

2. 3Dナビゲーションナビゲーションナビゲーションナビゲーション

3. PLMコンパスコンパスコンパスコンパス

4. 3Dユーザーリストユーザーリストユーザーリストユーザーリスト

5. 3Dヘッドアップヘッドアップヘッドアップヘッドアップ

3DLive : 先進的先進的先進的先進的なななな3Dインターフェイスインターフェイスインターフェイスインターフェイス

基本機能
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3DLive : 3D3DLive : 3D3DLive : 3D3DLive : 3Dナビゲーションナビゲーションナビゲーションナビゲーション

3DLive 回転テーブル

直感的なナビゲーション

PLM情報の表示

ツリー・ナビゲーション

従来の展開 / 省略

フィルター

ダイナミックな3D表示

ズーム, ローテイト, アニメート

3Dナビゲーションナビゲーションナビゲーションナビゲーションでででで直感的直感的直感的直感的ななななアクセスアクセスアクセスアクセス

直感的直感的直感的直感的なななな方法方法方法方法でででで製品製品製品製品、、、、部品部品部品部品ををををナビゲーションナビゲーションナビゲーションナビゲーション
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3DLive + SmarTeamによるによるによるによる3Dデータデータデータデータのののの活用活用活用活用

3DLiveによる3Dデータ

の活用

ENOVIA

SmarTeam

CAD端末端末端末端末(PC)ででででSTをををを

利用利用利用利用

WebEditor

SmarTeam

データベースデータベースデータベースデータベース

業務端末からWeb

でSTの機能を利用。

(例）D/Rメンバーが3DLive

を利用し、レビュー実施

コラボレーションコラボレーションコラボレーションコラボレーションのののの内容内容内容内容によによによによ

りりりり、、、、3Dデータデータデータデータ活用活用活用活用ツールツールツールツールをををを使使使使

いいいい分分分分けることができますけることができますけることができますけることができます。。。。

(例）エンジニアリング部門

の承認プロセスなどで利用

チーム設計、流用設計など
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TactonコンフィグレータコンフィグレータコンフィグレータコンフィグレータととととSmarTeamののののインテグレーションインテグレーションインテグレーションインテグレーション

STデータベースデータベースデータベースデータベースにににに製品製品製品製品

データデータデータデータととととルールルールルールルールをををを保管保管保管保管しししし、、、、

管理管理管理管理するするするする

最新最新最新最新リビジョンリビジョンリビジョンリビジョンのののの構成構成構成構成データデータデータデータとととと

構成構成構成構成ルールルールルールルールををををセールスコンフィセールスコンフィセールスコンフィセールスコンフィ

グレータグレータグレータグレータににににロードロードロードロード

BOMデータデータデータデータとしてとしてとしてとしてSTにににに保管保管保管保管しししし

てててて、、、、次次次次ののののステップステップステップステップ(受注受注受注受注/モデルモデルモデルモデル

作成作成作成作成..)にににに利用利用利用利用。。。。

ルールルールルールルールをををを

使使使使ったったったった構成構成構成構成

作作作作りりりり
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5. アイテムアイテムアイテムアイテム・・・・セントリックセントリックセントリックセントリック・・・・アプローチアプローチアプローチアプローチ

(PN(PN(PN(PN----1001100110011001----0018)0018)0018)0018)

(PN(PN(PN(PN----1001100110011001----0004)0004)0004)0004)

(PN(PN(PN(PN----1001100110011001----0005)0005)0005)0005)

(PN(PN(PN(PN----1001100110011001----0003)0003)0003)0003)
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�アイテムセントリックアプローチ

�アイテムと設計データの関係

�マルチ製品ビュー

�アイテムマチュリティ（成熟度）の管理

SmarTeam BOMのののの基本基本基本基本コンセプトコンセプトコンセプトコンセプト

E-BOM管理上の課題

•ライフサイクルの管理

•マルチ構成の管理

•変更管理(ドキュメントの関係）…
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アイテムアイテムアイテムアイテム・・・・セントリックセントリックセントリックセントリック・・・・アプローチアプローチアプローチアプローチ

DASSAULT SYSTEMES - Date    Page
3

7

マルチデータ管理マルチデータ管理

製品製品製品製品ポートフォリオポートフォリオポートフォリオポートフォリオ

製品製品製品製品ラインナップラインナップラインナップラインナップ

製品製品製品製品シリーズシリーズシリーズシリーズ

製品製品製品製品

モデルモデルモデルモデル

製造データ

設計仕様書

３Dメカ設計

エレキ設計

ソフトウェア

解析データ
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アイテムアイテムアイテムアイテムとととと設計設計設計設計データデータデータデータのののの関係関係関係関係

SmarTeam BOMでは「アイテム」は実体の「もの」の仮想的な表現ととらえます。

設計データは「アイテム」を定義する仕様情報であり、「アイテム」を経由して仕様

情報は「もの」に転写されます。

設計情報 実体の製品

アイテムアイテムアイテムアイテム

設計情報の転写

仕様情報仕様情報仕様情報仕様情報

ものものものもの

アイテムアイテムアイテムアイテムのののの例例例例：：：：顧客要求顧客要求顧客要求顧客要求、、、、機能機能機能機能、、、、システムシステムシステムシステム構成構成構成構成、、、、設計部品設計部品設計部品設計部品、、、、生産部品生産部品生産部品生産部品、、、、…
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CADCAD設計設計設計設計データデータデータデータのののの管理管理管理管理設計設計設計設計データデータデータデータのののの管理管理管理管理

CADCADからからからからからからからからBOMBOMをををを自動作成自動作成自動作成自動作成をををを自動作成自動作成自動作成自動作成//更新更新更新更新更新更新更新更新

((メニューメニューメニューメニュー使用使用使用使用，，，，保存時保存時保存時保存時，，，，イベントイベントイベントイベント・・・・ベースベースベースベース））））メニューメニューメニューメニュー使用使用使用使用，，，，保存時保存時保存時保存時，，，，イベントイベントイベントイベント・・・・ベースベースベースベース））））

39

DesignDesign EE--BOMBOM

定義定義定義定義定義定義定義定義可能可能可能可能ななななビジネスビジネスビジネスビジネス・・・・ロジックロジックロジックロジックをををを組組組組みみみみ込込込込んだんだんだんだ可能可能可能可能ななななビジネスビジネスビジネスビジネス・・・・ロジックロジックロジックロジックをををを組組組組みみみみ込込込込んだんだんだんだ

構成同期機能構成同期機能構成同期機能構成同期機能構成同期機能構成同期機能構成同期機能構成同期機能 （（（（コピーコピーコピーコピー・・・・ツールツールツールツール））））（（（（コピーコピーコピーコピー・・・・ツールツールツールツール））））

設計設計設計設計データデータデータデータとととと設計設計設計設計データデータデータデータととととEE--BOMBOMとのとのとのとの構成比較構成比較構成比較構成比較とのとのとのとの構成比較構成比較構成比較構成比較

CAD構成構成構成構成からからからからツリーツリーツリーツリーのののの自動生成自動生成自動生成自動生成/更新更新更新更新

ビジネスルールビジネスルールビジネスルールビジネスルールビジネスルールビジネスルールビジネスルールビジネスルール

••P/N,P/SP/N,P/S属性属性属性属性コピーコピーコピーコピー属性属性属性属性コピーコピーコピーコピー

••コピーコピーコピーコピーのののの条件条件条件条件コピーコピーコピーコピーのののの条件条件条件条件

••コピーコピーコピーコピーののののタイミングタイミングタイミングタイミングコピーコピーコピーコピーののののタイミングタイミングタイミングタイミング

アイテムアイテムアイテムアイテムとととと設計設計設計設計データデータデータデータのののの関係関係関係関係



IBM Software Group

Revise:Revise:
OKOK

Demote:Demote:
OKOK

Lock:Lock:
OKOK

ライフサイクルライフサイクルライフサイクルライフサイクルライフサイクルライフサイクルライフサイクルライフサイクル

状態状態状態状態状態状態状態状態

企画段階企画段階企画段階企画段階

仕掛仕掛仕掛仕掛かりかりかりかり中中中中

リリースリリースリリースリリース

プロダクションプロダクションプロダクションプロダクション

廃版廃版廃版廃版

Part Part Part Part Part Part Part Part リビジョンリビジョンリビジョンリビジョンリビジョンリビジョンリビジョンリビジョン / / / / / / / / 時間時間時間時間時間時間時間時間

アクセスライトアクセスライトアクセスライトアクセスライトアクセスライトアクセスライトアクセスライトアクセスライト &&&&&&&&

オペレーションオペレーションオペレーションオペレーション

AA BB CC

� New Part →Rev ARev A → 企画企画企画企画企画企画企画企画 ライフサイクルライフサイクルライフサイクルライフサイクルのののの開始開始開始開始

� Promote → Rev ARev A →仕掛仕掛仕掛仕掛かりかりかりかり中中中中仕掛仕掛仕掛仕掛かりかりかりかり中中中中

� Promote          → Rev ARev A → リリースリリースリリースリリースリリースリリースリリースリリース

� New Revision → Rev BRev B → 仕掛仕掛仕掛仕掛かりかりかりかり中中中中仕掛仕掛仕掛仕掛かりかりかりかり中中中中

� Promote          → Rev ARev A → 廃版廃版廃版廃版廃版廃版廃版廃版 Rev ARev A ライフサイクルライフサイクルライフサイクルライフサイクル終了終了終了終了

� Promote → Rev BRev B → リリースリリースリリースリリースリリースリリースリリースリリース

� Promote          → Rev BRev B → プロダクションプロダクションプロダクションプロダクションプロダクションプロダクションプロダクションプロダクション

� Demote → Rev BRev B →→ リリースリリースリリースリリースリリースリリースリリースリリース

� New Revision → Rev CRev C →→ 仕掛仕掛仕掛仕掛かりかりかりかり中中中中仕掛仕掛仕掛仕掛かりかりかりかり中中中中

� Promote → Rev B Rev B →→ プロダクションプロダクションプロダクションプロダクションプロダクションプロダクションプロダクションプロダクション

� Promote → Rev CRev C →→ リリースリリースリリースリリースリリースリリースリリースリリース

� Promote → Rev C Rev C →→ プロダクションプロダクションプロダクションプロダクションプロダクションプロダクションプロダクションプロダクション

アイテムマチュリティアイテムマチュリティアイテムマチュリティアイテムマチュリティのののの管理管理管理管理 アイテムマチュリティアイテムマチュリティアイテムマチュリティアイテムマチュリティのののの遷移遷移遷移遷移

設変 設変
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マスターマスターマスターマスター構成構成構成構成ビュービュービュービューマスターマスターマスターマスター構成構成構成構成ビュービュービュービュー

製品製品製品製品コンセプトコンセプトコンセプトコンセプト製品製品製品製品コンセプトコンセプトコンセプトコンセプト 製品定義製品定義製品定義製品定義製品定義製品定義製品定義製品定義 試作試作試作試作試作試作試作試作 製造製造製造製造製造製造製造製造

仕様仕様仕様仕様仕様仕様仕様仕様BOMBOMBOMBOMBOMBOMBOMBOM 設計設計設計設計設計設計設計設計BOMBOMBOMBOMBOMBOMBOMBOM 試作試作試作試作試作試作試作試作BOMBOMBOMBOMBOMBOMBOMBOM 製造製造製造製造製造製造製造製造BOMBOMBOMBOMBOMBOMBOMBOM

マルチビューマルチビューマルチビューマルチビューとととと構成管理構成管理構成管理構成管理

要求分析
要求分析

機能定義
機能定義

製造
製造

設計・試作
設計・試作

設計設計設計設計BOM設計設計設計設計BOM

マルチマルチマルチマルチ製品製品製品製品ビュービュービュービュー
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顧客/市場

設計設計設計設計

設計設計設計設計

企画企画企画企画

企画企画企画企画
試作試作試作試作

試作試作試作試作

製造製造製造製造

製造製造製造製造

保守保守保守保守

保守保守保守保守

Demand Chain Supply Chain

構成管理(アイテム）

マルチドキュメント管理

顧客要求顧客要求顧客要求顧客要求

製品製品製品製品

QCDES→→→→顧客満足顧客満足顧客満足顧客満足

仕様の定義仕様の定義

設計情報設計情報

マルチ構成ビュー
マルチ構成ビュー
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6. パフォーマンスパフォーマンスパフォーマンスパフォーマンスについてについてについてについて
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パフォーマンスパフォーマンスパフォーマンスパフォーマンスについてのについてのについてのについての考慮点考慮点考慮点考慮点

�パフォーマンスにおいての考慮点：

�お客様の取り扱いデータ

�H/W,S/Wシステム環境

�LAN/WANなどネットワーク環境

�カスタマイズ内容

�パフォーマンスに最も影響を及ぼしているボトルネックを調査

�ネットワーク

�PCの能力

�サーバー能力と構成
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IBM社内社内社内社内でのでのでのでのパフォーマンスパフォーマンスパフォーマンスパフォーマンス計測計測計測計測 システムシステムシステムシステム構成構成構成構成 SmarTeam V5R17sp5

ST Server

SMARTEAM Core Server

- Windows 2003 Server

- Foundation

- Configuration Editor

- Editor Administrator

- Vault 

- SQL Server

- IIS

VaultMSDESｍDemo
ST Client

SMARTEAM Client

- Windows XP 

- Editor

CATIA

- Integration

-Oracle Client

-Microsoft Office 2003

Web Server

SmarTeam Web Server

- Windows 2003 Server 

- IIS,  - Auto Vue Server

SMARTEAM Cliant

- Windows XP, - Editor, CATIA

- Web Integration, -Oracle Client

DB Server

Oracle 10g Server

- Windows XP

- Enterprise Manager 

Oracle

SｍDemo - クライアント用

ネットワーク作業フォルダ

-ファイル

NT Domain Server

- Windows 2000 Server

- Domain Controller

- Active Directory

- DNS

- LUM Server(4.6.8)

NTドメイン名：SMARTEAM

Domain Server

WAN

WAN

ST Client

SMARTEAM Client

- Windows XP 

- Editor

CATIA

- Integration

-Oracle Client

-Microsoft Office 2003

LAN

WAN
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ログインログインログインログイン (LAN環境環境環境環境)におけるにおけるにおけるにおけるサーバーサーバーサーバーサーバー/クライアントクライアントクライアントクライアントのののの負荷状況負荷状況負荷状況負荷状況

1st login1st login1st login1st login

Client,

21.41,

78%

DB_Ser

ver,

3.17,

12%

Core_s

vr, 2.46,

9%

Domain

_svr,

0.34, 1%

� ログイン時はクライアントの負荷が大きく（78%）、DBサーバーとコア・サーバーへの負荷は 1st ロ

グイン時では全体の12% と 9% なので同時に１０人でログインしてもパフォーマンスにはほとんど

影響がないものと考えられます。 また、2nd ログインは時間そのものは早くなりますが、マシン毎の

負荷の比率はほぼ同じです。
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ST保存保存保存保存ととととチェックインチェックインチェックインチェックイン時時時時ににににマシンマシンマシンマシン毎毎毎毎のののの負荷状況負荷状況負荷状況負荷状況（（（（LAN環境環境環境環境)

Total CPUTime(sec.) ST SaveTotal CPUTime(sec.) ST SaveTotal CPUTime(sec.) ST SaveTotal CPUTime(sec.) ST Save

DB_Server

25%

Client

73%

ST_Svr

2%

File_Svr

0%

Total CPU Time by Machine(Check In)
Core_svr

9%

DB_Svr

19%

Dom_svr

0%

Client_

72%

ST 保存、チェックイン時の全体に占める割合はそれぞれ 73% と 72% がクライ

アントのパフォーマンスに依存します。
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パフォーマンスパフォーマンスパフォーマンスパフォーマンス調査結果調査結果調査結果調査結果からのからのからのからの考察考察考察考察

�ログイン, 保存, チェックイン等のパフォーマンスはクライアントマ

シンの性能に大きく依存する。

�サーバー側には、負荷が少なく少人数のユーザーが保存, チェッ

クインの操作を同時に行ってもサーバー側がボトルネックとなり

パフォーマンスが低下することはない。
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SmarTeamののののパフォーマンスパフォーマンスパフォーマンスパフォーマンス改善改善改善改善

�日本IBM内で、新リリースや特定のSPでパフォーマンス測定をしてい

ます。結果として、新機能が加わるケースでは、パフォーマンス劣化

の経験はありますが、総じてSmarTeamのパフォーマンスは改善され

つつあります。

�ダッソーシステムズ（SmarTeam)もパフォーマンスについて、常に注

意を払い開発を行っています。

�R18でもパフォーマンスの改善が確認されました。
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LAN/WANなどなどなどなどネットワークネットワークネットワークネットワーク環境環境環境環境

�LANとWANでのパフォーマンス比較ではWANのパフォーマンスが大きく劣

る。

�大容量のデータの転送を伴わないコンテキストメニューの表示等の操作で

は計測時間では違いがあまりないように思われるが、ネットワーク・パケット

のキャプチャーによる分析ではパフォーマンスの違いが顕著である。

�コンテキストメニューの表示ではWAN環境のレスポンスの８割が遅延によるも

のである。

�例：ログイン時ではLANとWAN環境では遅延が１ms(Ping:2ms)につき１０秒

の違いがある。

�システム環境のパフォーマンスに遅延（Latency）の影響を考慮する。

�作業フォルダーをローカルに持ってくる等の工夫は有効(WAN,LAN共)

�MultiSiteやMultiSite Vaultは、有効な手段になります。
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標準標準標準標準シナリオシナリオシナリオシナリオをををを管理管理管理管理しましょうしましょうしましょうしましょう。。。。

�標準となるシナリオを作り、特定のクライアントで簡単なパフォーマンス

測定を行いシステム環境の健康診断の元になるデータを管理する方

法が有効です。この情報があることにより 以下の状況判断ができる

ようになります。

�ユーザーの増加による コア・サーバーへの負荷の具合

�データが増えたことに対するＤＢサーバーへの負荷の具合

� カストマイズが増えることによるオーバーヘッド

シナリオ・サンプル ＝＞ それぞれのステップで時間を計るだけです。

1. PC 電源オン

2. CATIA/SmartTeam起動

3. ユーザーＩＤ & PW 入力

4. STの画面が立ち上がり、操作準備OK

5. 特定の条件での検索

6. チェック・アウト

7. チェック・イン
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パフォーマンスパフォーマンスパフォーマンスパフォーマンス改善改善改善改善のためののためののためののための方策方策方策方策

�高性能のPC

�ネットワークの容量Up

�カスタマイズの最適化

�サーバーの能力Up

�分散Vault

�MultiSite / MultiSite Vault

�大規模アセンブリのメソドロジーの採用 (LA&CDなど)

�パフォーマンス基準値の設定
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7. ENOVIAブランドブランドブランドブランドとととと将来計画将来計画将来計画将来計画
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ENOVIAブランドブランドブランドブランドののののPDM 3製品製品製品製品のののの特長特長特長特長

３３３３つのつのつのつの製品製品製品製品によりによりによりにより、、、、おおおお客様客様客様客様それぞれのそれぞれのそれぞれのそれぞれのニーズニーズニーズニーズ

におにおにおにお応応応応えすることができますえすることができますえすることができますえすることができます。。。。

大規模大規模大規模大規模でででで複雑複雑複雑複雑なななな製品製品製品製品のためののためののためののための３３３３次元次元次元次元コラコラコラコラ

ボレーションボレーションボレーションボレーション設計設計設計設計とととと開発環境開発環境開発環境開発環境のののの提供提供提供提供

イノベーションイノベーションイノベーションイノベーションのためののためののためののためのコラボレーションコラボレーションコラボレーションコラボレーション・・・・

ビジネスビジネスビジネスビジネス・・・・プロセスプロセスプロセスプロセス・・・・アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションとととと業業業業

界毎界毎界毎界毎ののののソリューションソリューションソリューションソリューション提供提供提供提供

コラボレーティブコラボレーティブコラボレーティブコラボレーティブなななな製品製品製品製品データデータデータデータ管理環境管理環境管理環境管理環境

のののの提供提供提供提供

ENOVIA
SmarTeam

ENOVIA
MatrixOne

ENOVIA
VPLM

CATIAとのとのとのとの連携連携連携連携

BOMととととプロセスプロセスプロセスプロセス管理管理管理管理

CADデータデータデータデータ管理管理管理管理
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Three World-Class Product Offerings (DS Positioning)
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ENOVIA MatrixOne



IBM Software Group

3つのつのつのつのPDM製品製品製品製品ののののポジショニングポジショニングポジショニングポジショニング

CATIAをををを中心中心中心中心としたとしたとしたとした部品数部品数部品数部品数のののの多多多多いいいい大規模大規模大規模大規模でででで

複雑複雑複雑複雑なななな製品製品製品製品のののの設計開発設計開発設計開発設計開発プロセスプロセスプロセスプロセスのののの改革改革改革改革

エンジニアリングエンジニアリングエンジニアリングエンジニアリング・・・・プロセスプロセスプロセスプロセスをををを中心中心中心中心にしたにしたにしたにした

業務業務業務業務プロセスプロセスプロセスプロセスのののの改革改革改革改革

CADデータデータデータデータ(MultiCAD)のののの管理管理管理管理からからからから開始開始開始開始しししし、、、、
エンジニアリングエンジニアリングエンジニアリングエンジニアリング部門部門部門部門のののの効率化効率化効率化効率化

ENOVIA
SmarTeam

ENOVIA
MatrixOne

ENOVIA
VPLM

ケースによって連携も可能

ケースによって連携も可能
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SmarTeamととととMatrixOne によるによるによるによるエンエンエンエンタープライズコラボレーションタープライズコラボレーションタープライズコラボレーションタープライズコラボレーション

企業組織企業組織企業組織企業組織企業組織企業組織企業組織企業組織

製品企画製品企画製品企画製品企画製品企画製品企画製品企画製品企画 エンジニアリングエンジニアリングエンジニアリングエンジニアリングエンジニアリングエンジニアリングエンジニアリングエンジニアリング
製造製造製造製造製造製造製造製造

MatrixOneMatrixOne
全社全社全社全社ににににフォーカスフォーカスフォーカスフォーカス

SmarTeamSmarTeam
部門部門部門部門ににににフォーカスフォーカスフォーカスフォーカス

•全社全社全社全社PDMとしてとしてとしてとして製品全体製品全体製品全体製品全体ののののBOMをををを管理管理管理管理
•データフェデレーションデータフェデレーションデータフェデレーションデータフェデレーション (部門部門部門部門データデータデータデータへのへのへのへのアクセスアクセスアクセスアクセス) 

•企業全体企業全体企業全体企業全体にまたがるにまたがるにまたがるにまたがるグローバルグローバルグローバルグローバルななななプロセスプロセスプロセスプロセス管理管理管理管理•全社全社全社全社PDMとしてとしてとしてとして製品全体製品全体製品全体製品全体ののののBOMをををを管理管理管理管理
•データフェデレーションデータフェデレーションデータフェデレーションデータフェデレーション (部門部門部門部門データデータデータデータへのへのへのへのアクセスアクセスアクセスアクセス) 

•企業全体企業全体企業全体企業全体にまたがるにまたがるにまたがるにまたがるグローバルグローバルグローバルグローバルななななプロセスプロセスプロセスプロセス管理管理管理管理

•CATIAととととマルチマルチマルチマルチCADデータデータデータデータのののの管理管理管理管理
•設計設計設計設計ととととエンジニアリングエンジニアリングエンジニアリングエンジニアリングのののの相互連携相互連携相互連携相互連携 - xBOM

•エンジニアリングプロセスエンジニアリングプロセスエンジニアリングプロセスエンジニアリングプロセス管理管理管理管理ととととコラボレーションコラボレーションコラボレーションコラボレーション•CATIAととととマルチマルチマルチマルチCADデータデータデータデータのののの管理管理管理管理
•設計設計設計設計ととととエンジニアリングエンジニアリングエンジニアリングエンジニアリングのののの相互連携相互連携相互連携相互連携 - xBOM

•エンジニアリングプロセスエンジニアリングプロセスエンジニアリングプロセスエンジニアリングプロセス管理管理管理管理ととととコラボレーションコラボレーションコラボレーションコラボレーション
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ユーザビリティーユーザビリティーユーザビリティーユーザビリティーのののの改善改善改善改善

ENOVIA SmarTeam V5R18 まとめまとめまとめまとめ

アイテムアイテムアイテムアイテムとととと xBOM のののの強化強化強化強化

パッケージパッケージパッケージパッケージ化化化化されたされたされたされたポートフォリオポートフォリオポートフォリオポートフォリオ

• パッケージパッケージパッケージパッケージととととライセンスライセンスライセンスライセンス交付交付交付交付のののの拡張拡張拡張拡張

• WED/EDR 統一統一統一統一ライセンスライセンスライセンスライセンス

• MultiCAD ライセンスライセンスライセンスライセンス

• 新規構成新規構成新規構成新規構成パッケージパッケージパッケージパッケージ:

•マルチマルチマルチマルチ CAD 標準構成標準構成標準構成標準構成

•CATIAチームチームチームチームPDM エンジニアリングエンジニアリングエンジニアリングエンジニアリング標準構成標準構成標準構成標準構成

•マルチマルチマルチマルチ CAD エンジニアリングエンジニアリングエンジニアリングエンジニアリング標準構成標準構成標準構成標準構成

よりよりよりより多多多多くのおくのおくのおくのお客様客様客様客様にににに

• 構成構成構成構成ビュービュービュービュー

• コピーコピーコピーコピー・・・・ツールツールツールツールのののの改善改善改善改善

• すべてのすべてのすべてのすべての構成構成構成構成ビュービュービュービューにににに 1 つのつのつのつのマッピングマッピングマッピングマッピング

• カスタムカスタムカスタムカスタム・・・・フィルターフィルターフィルターフィルター –保存済保存済保存済保存済みみみみ照会照会照会照会ををををベースベースベースベース

• 安定安定安定安定してしてしてして使使使使いやすいいやすいいやすいいやすいインストールインストールインストールインストール・・・・

プロセスプロセスプロセスプロセス

• マルチサイトマルチサイトマルチサイトマルチサイトははははボールトボールトボールトボールト複製用複製用複製用複製用のみのみのみのみ

• Microsoft DFS によるによるによるによるボールトボールトボールトボールト複製複製複製複製

のののの認証認証認証認証

• シングルシングルシングルシングル・・・・サーバーサーバーサーバーサーバーのののの展開展開展開展開

• 管理管理管理管理ツールツールツールツール –単純化単純化単純化単純化、、、、統合統合統合統合、、、、使使使使いやいやいやいや

すさすさすさすさ

• エディターエディターエディターエディターののののルックルックルックルック & フィールフィールフィールフィール

•最新最新最新最新のののの XP/VISTA スタイルスタイルスタイルスタイル

•人間工学人間工学人間工学人間工学

• WEB エディターエディターエディターエディター UI のののの拡張拡張拡張拡張

• メインメインメインメイン・・・・ページページページページ

• メニューメニューメニューメニュー

• ツリーツリーツリーツリー・・・・ビュービュービュービュー

• プロファイルプロファイルプロファイルプロファイル・・・・カードカードカードカード

•
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ありがとうございましたありがとうございましたありがとうございましたありがとうございました
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補足資料補足資料補足資料補足資料
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DASSAULT SYSTEMES - Date    Page 62

CATIAインテグレーションインテグレーションインテグレーションインテグレーションのののの改善改善改善改善：：：：

保存保存保存保存のののの進捗進捗進捗進捗バーバーバーバーのののの改善改善改善改善

� ドキュメントの保存処理の時、進捗バーに下記の各ステップの説明

が入りました。

� 4 « Save » steps:

� 1/4 Create the document profile card in SmarTeam 

� 2/4 Save the document on disc

� 3/4 Generate Preview

� 4/4 Update links in SmarTeam

Improved in 

V5R18

�Improved transparency  to users 
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DASSAULT SYSTEMES - Date    Page 63

CATIAインテグレーションインテグレーションインテグレーションインテグレーションのののの改善改善改善改善：：：：

Global Refresh

Icons more pertinent

Message displayed in the main panel (no more More/Less button)

� ３つのステータスに分かり易いアイコンが追加されました。

Can be refreshed

Can be refreshed but modification will be lost 

Can’t be refreshed

Improved in 

V5R18
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SmarTeamととととTactonコンフィグレータコンフィグレータコンフィグレータコンフィグレータ

� SmarTeamで、構成作成、見積作成を行う場合

�基本的にDocument (CADデータ)からのItem(Part)ツリー作成。

�流用設計機能を使い、構成作成。概要設計を行って、見積作成

� コンフィグレータ

�様々なオプション部品を組み合わせてお客様の要望に合わせた製品構成

を作成。

�受注生産品、BOMからの構成を作る製品などに適用

�オプションの組み合わせには、様様様様々々々々ななななルールルールルールルール・・・・スキルスキルスキルスキル・・・・ノウハウノウハウノウハウノウハウが存在。

� Tactonコンフィグレーターで構成を作り、構成情報をSmarTeamに保管、利用

CATIA BOM

STだけの場合

Tacton利用

Tactonコンフィグレータ
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パフォーマンスパフォーマンスパフォーマンスパフォーマンス測定測定測定測定ののののテストテストテストテスト環境環境環境環境 (SmarTeam R18SP1)

LAN環境：Client/Server間の接続はClosed Network環境で100M Ethernetを使用

Oracle Client 10.2.0.3

－

SMARTEAM – Web Editor 

Server V5R18SP1

.Net V1.1.4322/V2.0.50727

Internet Explorer  V6.0 SP1

Internet Information 

Service(IIS)   V6.0

仮想メモリー 4.00 GB

3.00 GB RAM

Intel Xeon™ CPU 3.20GHz  

(2CPU)

Microsoft Windows Server 

2003 Standard Edition  

SP1/R2

WEBSRV

IBM IntelliStation M Pro

WebWebWebWeb ServerServerServerServer

Oracle Client 10.2.0.3Oracle Client 10.2.0.3Oracle Client 10.2.0.3

－

Oracle Server 10.2.0.3 

Enterprise Edition－

O
R

A
C

L
E

SmarTeam - Editor 

V5R18SP1－

SMARTEAM – Foundation 

V5R18SP1

S
M

A
R

T
E
A

M

.Net V1.1.4322/V2.0.50727.Net V1.1.4322.Net V1.1.4322/V2.0.50727

Internet Explorer  V6.0 SP2Internet Explorer  V6.0 SP2Internet Explorer  V6.0 SP1

Internet Information 

Service(IIS)   V5.0

Internet Information 

Service(IIS)   V5.0

Internet Information 

Service(IIS)   V6.0

仮想メモリー 4.0０GB仮想メモリー 4.0０GB仮想メモリー 4.00 GB

3.00 GB RAM3.00 GB RAM3.00 GB RAM

Intel Xeon™ CPU 3.20GHz 

(2CPU)

Intel Xeon™ CPU 3.20GHz  

(2CPU)

Intel Xeon™ CPU 3.20GHz  

(2CPU)

Microsoft Windows XP SP2Microsoft Windows XP SP2

Microsoft Windows Server 

2003 Standard Edition  

SP1/R2

STCNT1DBSRVSTSRV

IBM IntelliStation M ProIBM IntelliStation M ProIBM IntelliStation M Pro

T
E
S
T
 
M

a
c
h
i
n
e

ClientClientClientClientDB ServerDB ServerDB ServerDB ServerST ServerST ServerST ServerST Server
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パフォーマンスパフォーマンスパフォーマンスパフォーマンス測定測定測定測定ののののテストデータテストデータテストデータテストデータ

MBMBMBMB76.976.976.976.9TotalTotalTotalTotal

MBMBMBMB72.372.372.372.344444444CATPartCATPartCATPartCATPart

MBMBMBMB2.682.682.682.689999CATProductCATProductCATProductCATProduct

MBMBMBMB1.851.851.851.851111

catalog.CATcatalog.CATcatalog.CATcatalog.CAT

MaterialMaterialMaterialMaterial

CATIACATIACATIACATIA DATADATADATADATA

55555555LOAD AmountLOAD AmountLOAD AmountLOAD Amount

77MB Data77MB Data77MB Data77MB Data

毎回 100MB.zipファイルを解凍して使用
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Performance comparison

LAN vs WAN Performance

0.00.00.00.0200.0200.0200.0200.0400.0400.0400.0400.0600.0600.0600.0600.0800.0800.0800.0800.01000.01000.01000.01000.01200.01200.01200.01200.0

ＳＴへの初回ログイン
ＳＴへの２回目のログインプロジェクトの作成

ドキュメントツリーの表示すべて展開
コンテキストメニュー表示

SmarTeam - Vi
ewer の表示

リモートフォルダからモデルをオープン
ＳＴへの３回目のログインＳｍｒｔｅａｍに保存チェックインＳｍａｒＴｅａｍから開く

AssyのTopのみCheckOutCATIAを閉じる
サブプロダクトを検索
サブプロダクトをチェックアウト

編集後チェックアウト保持...
CATProduct を

更新 (Refresh) 保存
選択した改訂でパーツを置換 承認すべてクローズ

sec. WAN Editor R17SP5LAN Editor R17SP5

次のページに詳細
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Display Context menu @ Revision tab

WAN vs LAN (V5R17sp5)

0000

10101010

20202020

30303030

40404040

50505050

60606060

70707070

80808080

90909090

100100100100

0000 0.20.20.20.2 0.40.40.40.4 0.60.60.60.6 0.80.80.80.8 1111 1.21 .21 .21 .2 1 .41 .41 .41 .4

sec

KByte

Svr:1138->Client_WAN:1342 Client_WAN:1342->Web_Svr:1138

Web_Svr:1265->Client_LAN:1119 Client_LAN:1119->Web_Svr:1265

LAN

WAN

遅延:4.75ms ( = ex.Ping:9ms)

LAN

WAN


